
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

というのは、ヒッツキムシ。子ども達が服につけ

あってははしゃいでいるオナモミですが、あれはほ

とんどがオオオナモミという外来種で、日本に昔か

らあったオナモミは今はほとんど見られなくなったと

か。 入ってきた国に元々似たような種があると、

どちらかが勢力を広げて他方は衰退していってし

まうのでしょう、在来種のほうが負けて少なくなって

しまうというのが、残念です。 

もちろん、外来の植物だって好きこのんで日本に

来たわけではありません。人間に連れられて来て

しまったのです。 むやみに敵視するのではなく、

でも在来種と外来種の攻防はしっかり見守ってい

かなくては・・・と思いました。 

（小川） 

【緑地を楽しむ本】 

くらべてみよう！学校のまわりの外国から来た植物 
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 最近よく見かける花だ

なあ・・・と思ってよく見る

と、大体が外国から来た

花、外来種であることが

多いような気がします。 

と、大体が外国から来た花、外来種であることが

多いような気がします。 そんなことが気になって

いたので、何が外来種で何が在来種なのか、こ

の本で確かめてみました。 

 面白いことに、外来種には、それとよく似た在

来種があるのですね。 例えば昔からの馴染み

のカタバミ。 最近、カタバミにしては背が高い

な、と思っていたら、これは外来種でオッタチカタ

バミというのだそうです。 本では両方を比べてい

るので、違いがよくわかりました。 どうも最近い

つも目にするのはオッタチカタバミのほうだったよ

うです。 これはごく最近、昭和になってから日本

に入ってきたのですね。 今までのカタバミがどう

なってしまうのか、気になるところです。 


